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令和７年度決算（見込み）について発表します。 

 

内 容 

  詳細は別紙にてご確認ください。 

 

 

 

  

 

 

 

 

令和７年度決算（見込み）について 

お知らせします 

【問い合わせ先】                  
岡山市 財政課 粕山・橋本  直通086-803-1146 内線4410・4415 
 



令和７年度決算（見込み）について

令和８年8月27日



令和７年度決算（見込み）の概要

一般会計決算額

 歳入総額は、4,435億円
（前年度比370億円増）

 歳出総額は、4,251億円
（前年度比373億円増）

 実質収支額は、131億円の黒字
（前年度比7億円減）

 財政調整基金への積立額は66億円
（前年度比4億円減）

令和８年度予算に活用
することができる

剰余金 65億円
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令和７年度決算（見込み）の概要

市税収入の推移

 経済の好循環を受け、市税収入は1,４２１億円

 市税総額は、４年連続で過去最高額 （定額減税影響分４０億円を含む）

好調な企業業績により、法人市民税が、対前年度5億円の増
雇用者所得の改善等により、個人市民税が、対前年度22億円の増
家屋の新増築や地価上昇、企業の設備投資等により、固定資産税・都市計画税が、対前年度11億円の増

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7
R8

当初
市   税 1,145 1,154 1,276 1,318 1,290 1,304 1,333 1,356 1,342 1,421 1,436
   個⼈市⺠税 396 400 518 542 548 543 553 562 530 592 602
   法⼈市⺠税 117 115 118 125 92 104 103 98 109 114 110
   固定資産税・都市計画税 526 534 534 543 544 548 564 580 587 598 605
   その他       106 105 106 108 106 109 113 116 116 117 119
徴収率 96.1 96.7 97.4 97.7 96.9 98 98 98.1 98.1 98.2

定額減税の影響分(40億円)を加えると市税は1,382億円
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令和７年度決算（見込み）の概要

財源調整のための基金残高の推移

単位：億円

 安定的な財政運営のため、一般的に適切といわれる標準財政規模（2,190億円）の
10％～20％（220～420億円）の基金残高を確保
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 市債残高は、新庁舎整備や学校特別教室への空調整備などにより増（＋128億円）
 交付税算入のある有利な市債の活用により、

市の実質的な負担を測る財政指標の健全性の維持に反映されている

令和７年度決算（見込み）の概要

市債残高の推移

単位：億円

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

1 臨時財政対策債 1,318 1,453 1,581 1,636 1,713 1,634 1,624 1,552 1,451 1,309

2 通常債 1,803 1,754 1,709 1,644 1,656 1,743 1,814 1,826 1,938 2,208

合　計 3,121 3,207 3,290 3,280 3,369 3,377 3,438 3,378 3,389 3,517

1,803 1,754 1,709 1,644 1,656 1,743 1,814 1,826 1,938
2,208

1,318 1,453 1,581 1,636 1,713 1,634 1,624 1,552 1,451
1,309

3,121 3,207 3,290 3,280 3,369 3,377 3,438 3,378 3,389
3,517
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令和７年度決算（見込み）の概要

財政指標の推移

 健全化判断比率は、全て基準をクリア
 政令市上位レベルの健全な財政を維持している

単位：％

実質公債費比率のR6決算平均 6.7％
■
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